
JP 2008-530620 A 2008.8.7

10

(57)【要約】
　本発明は、液晶（ＬＣＤ）パネルに表示される画像の
視覚認知を改善する方法及び／又は装置に関する。その
方法は、目標パワー値（ＰＴ）に応じたパネルのバック
ライトランプの調整信号（ＰＥ，ｉ＋１）を生成するス
テップと、バックライトランプの調整信号（ＰＥ，ｉ＋

１）が減少／増加するとき、表示された画像のコントラ
ストを増加／減少させるように、バックライトランプの
調整信号（ＰＥ，ｉ＋１）に応じた画像コントラストの
制御信号（ＣＥ，ｉ＋１）を生成するステップと、を有
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶（ＬＣＤ）スクリーンに表示される画像の視覚認知を改善する方法であって、
　ａ）所定の複数の画像フレーム（Ｈ）の平均輝度（ｙｉ）を計算するステップと、
　ｂ）現在の画像フレーム（Ｈ）の平均輝度（ｙｉ）と前記の所定の複数の画像フレーム
の平均輝度（Ｓｉ／２Ｎ）との差（ｄｉ）を計算するステップと、
　ｃ）前記差（ｄｉ）に基づいて、閾値（ｔＬ）に応じた、前記所定の複数の画像フレー
ムの平均輝度（Ｓｉ／２Ｎ）又は前記現在の画像フレーム（Ｈ）の平均輝度（ｙｉ）の関
数としての目標パワー値（ＰＴ）を計算するステップと、
　ｄ）前記目標パワー値（ＰＴ）の値に応じたバックライトランプの有効調整信号（ＰＥ

，ｉ＋１）を生成するステップと、
　ｅ）前記バックライトランプの前記有効調整信号（ＰＥ，ｉ＋１）が減少／増加すると
、スクリーンに表示される画像のコントラストを増加／減少させるように、前記バックラ
イトランプの前記有効調整信号に応じた有効画像コントラスト制御信号（ＣＥ，ｉ＋１）
を生成するステップと、
　を有する方法。
【請求項２】
　前記目標パワー値（ＰＴ）は、異なる輝度を持つ複数のシーンを観測することにより、
実験的に得られるテーブルに格納される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記閾値（ｔＬ）により、複数の画像フレーム（Ｈ）の景色の内容を区別することを可
能とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記バックライトランプの前記有効調整信号（ＰＥ，ｉ＋１）及び前記有効画像コント
ラスト制御信号（ＣＥ，ｉ＋１）は、所定の時間間隔で生成される、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記所定の時間間隔は、２００ｍｓである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記有効画像コントラスト制御信号（ＣＥ，ｉ＋１）は、第１の調整可能な固定の加数
（Ｃｕｔ，ｉ）と、前記バックライトランプの前記有効調整信号（ＰＥ，ｉ＋１）に応じ
た第２の可変の加数とにより構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記バックライトランプの前記有効調整信号（ＰＥ，ｉ＋１）及び前記有効画像コント
ラスト制御信号（ＣＥ，ｉ＋１）が変化したときに、所定のレベルの階調で前記ＬＣＤパ
ネルにより放射された光が、コントラストの変化による飽和をもたらさないで一定となる
ように決定された定数（ｋｃ）が、前記第２の可変の加数に乗算される、請求項６に記載
の方法。
【請求項８】
　スクリーンに表示される画像の視覚認知を改善する装置であって、
　所定の複数の画像フレーム（Ｈ）の平均輝度（ｙｉ）を計算する計算手段（４）と、
　現在の画像フレーム（Ｈ）の平均輝度（ｙｉ）と前記の所定の複数の画像フレームの平
均輝度（Ｓｉ／２Ｎ）との差（ｄｉ）を計算する計算手段（５，７，９，１１，１３，１
５）と、
　前記差（ｄｉ）に基づいて、閾値（ｔＬ）に応じた、前記所定の複数の画像フレームの
平均輝度（Ｓｉ／２Ｎ）又は前記現在の画像フレーム（Ｈ）の平均輝度（ｙｉ）の関数と
しての目標パワー値（ＰＴ）を計算する計算手段（１７）と、
　前記目標パワー値（ＰＴ）の値に応じたバックライトランプの有効調整信号（ＰＥ，ｉ

＋１）を生成する回路手段（２）と、
　前記バックライトランプの前記有効調整信号（ＰＥ，ｉ＋１）が減少／増加すると、表
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示される画像のコントラストを増加／減少させるように、前記バックライトランプの前記
有効調整信号に応じた有効画像コントラスト制御信号（ＣＥ，ｉ＋１）を生成する回路手
段（３）と、
　を有する装置。
【請求項９】
　前記計算手段（４，５，７，９，１１，１３，１５，１７）と前記回路手段（２，３）
は、前記装置の専用マイクロプロセッサにより実現される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　請求項８又は請求項９に記載の装置を有する、液晶パネル及び／又は液晶スクリーン。
【請求項１１】
　発明の好ましい実施形態を記述する本明細書の革新的な教示により、液晶（ＬＣＤ）ス
クリーン、液晶装置及び／又はパネル及び／又はスクリーンに表示される画像の視覚認知
を改善する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スクリーン、特に液晶スクリーン（ＬＣＤ、液晶ディスプレイ）に表示され
る画像の視覚認知を改善する方法及び／又は装置に関する。特に、本発明は、ＬＣＤスク
リーンに表示される暗い画像、すなわち低輝度の画像の視覚認知を改善するのに適した方
法及び／又は装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＣＤスクリーンは、知られているように、白色の光源であるバックライトランプによ
り照明される。
【０００３】
　ＬＣＤスクリーンに画像を表示するとき、バックライトランプにより生成される光の一
部が、ＬＣＤスクリーンを通過して、オフであるべきピクセルを通り抜ける。「光漏れ」
と呼ばれるこの現象は、スクリーンのコントラスト比、すなわち、スクリーンに表示され
る画像の明暗の色調の比を減少させる。
【０００４】
　従来技術において、スクリーンに表示される画像の認知を改善する方法及び／又は装置
が知られている。
【０００５】
　例えば、国際公開第２００４／０４９２９３号は、フレームの輝度とフレームを構成す
る個々のピクセルの輝度の、多くのパラメータ値を測定することにより、スクリーンに表
示される画像の認知を改善する方法を開示している。調整回路は、測定されたパラメータ
の値に関係して、グローバルな輝度制御信号とローカルの輝度制御信号とを生成する。グ
ローバルな調整は、光学絞りによって実行される。
【０００６】
　例えば、米国特許出願公開第２００１／００３３２６０号は、液晶パネルと、液晶パネ
ルを照明するバックライトランプと、フレームの輝度特性を検出する検出部と、バックラ
イトランプにより生成される光を調整するために、フレームの輝度特性に従ってバックラ
イトランプを制御する制御部と、を有する液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）装置を開示してい
る。
【特許文献１】国際公開第２００４／０４９２９３号パンフレット
【特許文献２】米国特許出願公開第２００１／００３３２６０号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、これらの方法は、一つの画像フレームの分析に基づいており、その分析



(4) JP 2008-530620 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

に応じた画像調整を行うため、表示される画像の景色の内容の展開を考慮していない。
【０００８】
　それ故、公知の技術による方法は、景色の内容に突然の変化が生じるとき、例えば、シ
ーンが日に輝く景色から薄暗い屋内環境又は夜のシーンに変化する間における、突然の変
化に対する人間の目の際だった感度を考慮していない。
【０００９】
　従って、本発明の目的は、スクリーンに表示される画像の視覚認知を改善する方法及び
／又は装置を提供することにある。この方法及び／又は装置は効果的であり、画像の景色
の内容に応じて動作する。
【００１０】
　これと本発明の他の目的は、付属の特許請求の範囲で請求される方法により達成される
。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の観点によれば、方法及び／又は装置は、利用できる最大のランプパワー
を使用する必要がないときにいつでも高いコントラスト比が得られるように、バックライ
トランプのパワー調整とコントラストの調整を利用するよう提案される。
【００１２】
　従って、本発明の方法及び／又は装置は、最も暗いシーンで、すなわち、画像のヒスト
グラムが最低の輝度レベル付近でアンバランスになるときに動作する。この場合、実際に
、バックライトランプのパワーを低減することができる。これにより、黒のレベルを低く
でき、信号に作用することにより、特にコントラストを増加させることにより、中間の輝
度レベルを回復できる。
【００１３】
　方法及び／装置が暗いシーンで動作するため、コントラストが増加することにより飽和
するかもしれない白のレベルは、関連する偽物を生成しない。画像は、さらに対照化され
て、観察者により効果的に知覚される。
【００１４】
　本発明の方法及び／又は装置は、観察者により知覚される画像の輝度を徐々に変化させ
て、この輝度の変化が邪魔なちらつきとして観察者により知覚されないようにする。
【００１５】
　さらに、本発明の方法及び／又は装置は、画像のシーンが変化している間、例えば、シ
ーンが日に輝く景色から薄暗い屋内環境又は夜のシーンに遷移するときに生じる輝度の変
化を考慮する。
【００１６】
　本発明のさらなる観点によって、以下に、本発明の方法を実行する液晶パネルと、その
パネルに固定された液晶スクリーンを記述する。
【００１７】
　上記目的は、付属の図面を特に参照して、本発明の方法及び／又は装置の詳細な記述か
ら明らかになるだろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　図１は、本発明の方法及び／又は装置を実行する構成の基本的な図を示している。画像
フレームＨは、分析調整ブロック１により受信される。分析調整ブロック１は、複数の画
像フレームＨを分析し、図示されていない液晶（ＬＣＤ）パネルのバックライトランプの
パワーを調整するのに適した信号ＰＥ，ｉ＋１と、パネルが取り付けられる図示されてい
ないスクリーンに表示される画像のコントラストを調整するのに適した信号ＣＥ，ｉ＋１

とを出力する。
【００１９】
　信号ＰＥ，ｉ＋１とＣＥ，ｉ＋１は、バックライトランプのパワー調整回路２と画像コ



(5) JP 2008-530620 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

ントラスト制御回路３とに、それぞれ伝送される。
【００２０】
　図２は、分析調整ブロック１を詳細に示している。分析調整ブロック１は、フレームＨ
の空間的に平均化された輝度を計算するブロック４と、２Ｎ（Ｎは整数）個の、好ましく
は８ビットのセル５ａ～５ｎにより構成されるスライディングレジスタ５と、第１の加算
器７とレジスタ９と除算ブロック１１と第２の加算器１３と絶対値を計算するモジュール
１５とにより構成される、現在のフレームの平均輝度ｙｉとそれより前の複数のフレーム
の平均輝度の平均との差の絶対値を計算するためのモジュールと、制御ブロック１７と、
を有する。制御ブロック１７の動作の詳細は、後述する。
【００２１】
　分析調整ブロック１は、専用のマイクロプロセッサにより実行されるか、又はＬＣＤパ
ネルの専用のマイクロプロセッサを都合良くプログラミングすることによって提供される
。フレームＨの瞬間ｉの平均輝度ｙｉの値は、ＮＴＳＣ規格とＰＡＬ規格により特定され
るように、原色ＲＧＢの値から得られる。ＮＴＳＣ規格とＰＡＬ規格は、次の式により、
原色ＲＧＢと白の参照色度を確立する。
　ｙｉ＝０．２９９・Ｒ＋０．５８７・Ｇ＋０．１１４・Ｂ
【００２２】
　実際には、分析調整ブロック１は、次のように動作する。
【００２３】
　フレームＨ毎に、フレームＨの平均輝度ｙｉは、ブロック４により最初に計算される。
それから、値ｙｉはスライディングレジスタ５に入力される。
【００２４】
　加算器７は、スライディングレジスタ５の全てのセルの合計Ｓｉを計算する。この合計
Ｓｉはレジスタ９に格納され、除算ブロック１１により２Ｎで除算される。これにより、
Ｓｉ／２Ｎの値が出力される。加算器１３は、現在のフレームの平均輝度ｙｉの値からＳ

ｉ／２Ｎの値を減算する。ブロック１５は、ブロック１３の出力の絶対値を計算し、ｄｉ

＝｜（Ｓｉ／２Ｎ―ｙｉ）｜の値を出力する。
【００２５】
　値ｄｉは、現在のフレームの平均輝度ｙｉとそれより前の複数フレームの平均輝度の平
均との差を示している。値ｄｉは、現在のフレームｉの輝度と、それより前の２Ｎ個のフ
レームの輝度との間の近似の指標である。実際には、分析調整ブロック１は、１つのフレ
ームと前の複数フレームとの間の差の輝度の検出器として動作する。
【００２６】
　制御ブロック１７は、スライディングレジスタ５の全てのセル５ａ～５ｎをｙｉに設定
するコマンド信号ＲＥＳＥＴを生成することができる。この設定の有用性は、以下の記述
により明らかになる。
【００２７】
　図３及び図４は、制御ブロック１７の動作を記述するブロック図と、制御ブロック１７
の中で値が使用される関数を示すグラフとを、それぞれ詳細に示している。
【００２８】
　制御ブロック１７は、ブロック１５の出力から信号ｄｉを入力し、バックライトランプ
のパワー調整信号ＰＥ，ｉ＋１とコントラスト制御信号ＣＥ，ｉ＋１とを出力する。
【００２９】
　制御ブロック１７の中で、ランプのパワーＰＴとコントラストＣＴの「目標」値が設定
される。
【００３０】
　ランプのパワーとコントラストの「目標」値は、映画のシーンの広い範囲を分析するこ
とにより、実験的に決定される関数に基づいて、規定される。
【００３１】
　このような分析により、全てのシーンは、「明るい」シーン又は「暗い」シーンに実験
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的に分類され、各シーンの平均レベルの輝度が検出される。
【００３２】
　暗いシーンと明るいシーンを区別するレベルは、低めの平均輝度レベルの約２０ＩＲＥ
（１ＩＲＥ＝７．１４３ｍＶ）に設定することが見いだされた。
【００３３】
　高いレベルのＲＧＢは、一般的には、１０ＩＲＥ未満では検出されない。よって、飽和
による強烈な偽物を生成することなしに、画像コントラストを比較的に増加させながら、
ランプパワーをかなり低減することができる。
【００３４】
　平均値の４０ＩＲＥより大きければ、シーンは明るく見えるので、暗色の濃さを増すた
めにランプパワーを低減する必要はない。
【００３５】
　これらの観察に基づいて、非線形の関数Ｆｘは、図４に示すように規定される。図４は
、時空を超えて平均化された輝度レベルをバックライトランプの光のレベルにマッピング
している。
【００３６】
　関数Ｆｘは、ルックアップテーブルＦ［・］に格納される。
【００３７】
　実際には、ランプを完全にオフにすること（図４の値「０」）にあまり意味がないので
、図４のＸ軸の値は、次の関数により、区間［０，１００］からパワー値の区間［Ｐｍｉ

ｎ，Ｐｍａｘ］に直線的に再配置される。
　　Ｐ（Ｐ’）＝Ｐｍｉｎ＋Ｐ’（Ｐｍａｘ－Ｐｍｉｎ）／１００
　ここで、Ｐｍｉｎは、ゼロより大きい数である。
【００３８】
　慣例により、それは、ＰＴ∈［０，１００］に定義される。このような値は、ランプパ
ワーの減少により生じるコントラストの損失が、コントラストを飽和限界内で増加させる
ことにより回復されるような方法で、設定される。
【００３９】
　例えば、ランプパワーを半減し且つコントラストを２倍にすることにより、平均の階調
は常に同じ輝度となる。平均の階調より上の全ての階調は飽和して、平均の階調と同じ輝
度となる。
【００４０】
　ランプパワーの低減は、ヒストグラムが低い階調のレベルに集中するシーンに適用され
るだけなので、この調整は、画像の偽物を生じさせない。
【００４１】
　図３のブロック図に戻って、ステップ２３で、現在のフレームｉの平均輝度と前の複数
フレームの平均輝度の平均との差を示す値ｄｉは、所定の閾値ｔＬと比較される。
【００４２】
　ｄｉ≦ｔＬであれば、手順はステップ２５に進み、値ｙｉはスライディングレジスタ５
に入力され、「目標」パワーは、式ＰＴ，ｉ＝Ｆ［（Ｓｉ／Ｎ）の概数］により計算され
る。ｄｉ>ｔＬであれば、手順はステップ２５に進み、スライディングレジスタ５は、コ
マンド信号ＲＥＳＥＴによりリセットされる。スライディングレジスタ５の全てのセル５
ａ～５ｎは、ｙｉに初期化される。「目標」パワーは、式ＰＴ，ｉ＝Ｆ［ｙｉ］に基づい
て計算される。
【００４３】
　閾値ｔＬは、例えば、日に輝く景色の後に夜のシーンが続く場合のように、非常に異な
る景色の内容を持つフレームを時間内に平均化することを防ぐため、閾値ｔＬは有効であ
る。この手段により、本発明による方法は、画像の景色の内容の突然の変化に対する人間
の目の際だった感度を考慮している。
【００４４】
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　ステップ２７で、２００ｍｓ毎に周期的に呼び戻される制御関数は、ＰＥ，ｉ＋１（Ｐ

Ｅ，ｉ＋１∈［０，１００］）及びＣＥ，ｉ＋１で示されるランプパワー及びコントラス
トの有効な値をそれぞれ設定する。ＰＥ，ｉ＋１の値は、「目標」値ＰＴ，ｉに応じた各
ステップで、次のように増加し又は減少する。
　ＰＥ，ｉ＜ＰＴ，ｉならば、ＰＥ，ｉ＋１＝ＰＥ，ｉ＋１
　ＰＥ，ｉ＝ＰＴ，ｉならば、ＰＥ，ｉ＋１＝ＰＴ，ｉ

　ＰＥ，ｉ＞ＰＴ，ｉならば、ＰＥ，ｉ＋１＝ＰＥ，ｉ＋１
【００４５】
　ＰＥ，ｉ＋１の値は、下記の式により、最新のコントラスト値ＣＥ，ｉ＋１を計算する
ステップ２９で使用される。最新のコントラスト値ＣＥ，ｉ＋１は、コントラスト調整回
路に供給される。
　ＣＥ，ｉ＋１＝Ｃｕｔ，ｉ＋ｋｃ［１－ＰＴ，ｉ／１００］
　ここで、定数ｋｃは、バックライトランプのパワーとコントラストが上述したように変
化して、所定レベルの階調でパネルにより放射される光が、（コントラストのばらつきに
より、飽和しないように）一定のままとなるように、設定することにより決定される。
【００４６】
　コントラスト値ＣＥ，ｉ＋１は、２つの加数により構成される。第１の固定の加数Ｃｕ

ｔは、ユーザにより調整可能に決定される。可変の加数は、パワーを低減することにより
バックライトランプの輝度を低減したときの輝度の損失を回復することを目的とする。
【００４７】
　上述した記述は、限定されない例により提供され、様々な変更が本発明の範囲から離れ
ること無しに可能であることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の方法及び／又は装置を実行する構成の基本の図
【図２】本発明の方法及び／又は装置により使用される分析調整ブロックのブロック図
【図３】図２の分析調整ブロックに含まれる制御ブロックの詳細な動作を示すブロック図
【図４】本発明の方法及び／又は装置により使用されるテーブルに値が格納されているグ
ラフ



(8) JP 2008-530620 A 2008.8.7

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 2008-530620 A 2008.8.7

10

20

30

40

【国際調査報告】



(10) JP 2008-530620 A 2008.8.7

10

20

30

40



(11) JP 2008-530620 A 2008.8.7

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｖ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５３５　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ   1/133   ５７５　          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LC,LK,L
R,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SY
,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  ドメニコ・トッフォーリ
            イタリア、イ－３３０８０プラータ・ディ・ポルデノーネ、ヴィア・デッラ・ドータ２番
(72)発明者  マリオ・ラッフィン
            イタリア、イ－３３１７０ポルデノーネ、ヴィア・ベアータ・ドミチッラ３７番
Ｆターム(参考) 2H093 NC28  NC44  NC49  ND04  ND06  ND10  NH18 
　　　　 　　  5C006 AA21  AF44  AF51  AF52  AF53  AF54  BF15  BF29  EA01  FA54 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  CC03  DD01  EE29  JJ02  JJ05 



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JP2008530620A5 公开(公告)日 2009-03-05

申请号 JP2007555718 申请日 2006-02-03

[标]申请(专利权)人(译) SIM2多媒体股份有限公司

申请(专利权)人(译) 沉2多媒体Soshieta佩尔 - Achioni

[标]发明人 ドメニコトッフォーリ
マリオラッフィン

发明人 ドメニコ·トッフォーリ
マリオ·ラッフィン

IPC分类号 G09G3/36 G09G3/20 G09G3/34 G02F1/133

CPC分类号 G09G3/3406 G09G2320/0646 G09G2320/066 G09G2360/16

FI分类号 G09G3/36 G09G3/20.642.P G09G3/34.J G09G3/20.642.E G09G3/20.612.U G09G3/20.631.V G02F1
/133.535 G02F1/133.575

F-TERM分类号 2H093/NC28 2H093/NC44 2H093/NC49 2H093/ND04 2H093/ND06 2H093/ND10 2H093/NH18 5C006
/AA21 5C006/AF44 5C006/AF51 5C006/AF52 5C006/AF53 5C006/AF54 5C006/BF15 5C006/BF29 
5C006/EA01 5C006/FA54 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD01 5C080/EE29 5C080
/JJ02 5C080/JJ05

代理人(译) 山田卓司
田中，三夫

优先权 102005901286311 2005-02-16 IT

其他公开文献 JP5039566B2
JP2008530620A

摘要(译)

本发明涉及一种用于改善在液晶（LCD）面板上显示的图像的视觉感知
的方法和/或设备。 该方法是根据目标功率值（PŤ）产生面板背光灯调
节信号（P E，I + 1），并减小背​​光灯调节信号（P E，I + 1）。 根据背
光灯的调节信号（P E，I + 1）生成图像对比度的控制信号（C E，I + 1 
），以在增加/增加时增加/减小显示图像的对比度。 用。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f81a23ea-2697-4c56-8abb-04cf2d73a3de

